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超高齢社会を迎えた我が国において、加齢に伴う
骨格筋の量と機能の低下であるサルコペニアの予
防・改善は解決すべき喫緊の課題である。しかしな
がら、加齢に伴ってなぜ骨格筋が衰えていくのか、
その分子病態に関しては不明な点は多い。また、生
体内栄養素代謝によってどのように骨格筋量が維持
されているのかについても詳細は不明である。本セ
ミナーでは、筋老化制御におけるDNAメチル化と筋
量の維持におけるポリアミン代謝の役割について、
最近の知見を紹介し、骨格筋制御における栄養素代
謝・エピゲノム修飾の役割について議論したい。
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